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本
会
の
水
野
淳
・
副
会
長
（
八

王
子
市
議
会
議
長
）
が
出
席
す
る

な
か
１１
月
１７
日
、
社
会
保
障
・
税

一
体
改
革
分
科
会
が
総
理
官
邸
で

開
催
さ
れ
た
。
当
日
の
協
議
事
項

は
「
社
会
保
障
関
係
の
地
方
単
独

事
業
に
関
す
る
調
査
結
果
」
。

こ
の
分
科
会
は
、
国
と
地
方
の

協
議
の
場
の
下
に
設
置
さ
れ
た
も

の
。
一
体
改
革
を
進
め
る
う
え
で

の
前
提
条
件
の
消
費
税
率
引
き
上

げ
分
５
％
を
巡
り
、
地
方
へ
の
配

分
割
合
が
焦
点
と
な
っ
て
い
る
。

意意
見見
案案
へへ
のの
関関
谷谷
会会
長長
発発
言言
要要
旨旨

▽
会
期
�
会
期
の
始
期
・
定
例
日

の
設
定
で
更
に
地
方
の
自
主
性
を

尊
重
し
て
い
る
た
め
異
論
な
し
▽

専
決
処
分
�
議
会
が
不
承
認
と
し

た
趣
旨
を
踏
ま
え
た
措
置
が
講
じ

ら
れ
る
た
め
異
論
な
し
▽
直
接
請

求
（
条
例
制
定
・
改
廃
の
請
求
対

象
拡
大
）
�
地
方
税
の
賦
課
徴
収

の
除
外
規
定
削
除
は
慎
重
に
検
討

す
べ
き
▽
大
規
模
な
公
施
設
の
設

置
に
係
る
住
民
投
票
�
引
き
続
き

検
討
と
さ
れ
た
た
め
異
論
な
し

第
３０
次
地
方
制
度
調
査
会
の
第

５
回
専
門
小
委
員
会
が
１１
月
２８

日
、
総
務
省
内
で
開
か
れ
、
「
地

方
自
治
法
改
正
案
に
関
す
る
意
見

案
」
に
つ
い
て
協
議
し
た
。

【
関
連
記
事
を
４
面
に
掲
載
】

第
５
回
小
委
に
は
、
学
識
者
委

員
の
ほ
か
地
方
六
団
体
の
代
表
も

参
加
。
本
会
か
ら
は
関
谷
博
会
長

（
下
関
市
議
会
議
長
）
が
出
席
し
、

総
務
省
が
ま
と
め
た
改
正
自
治
法

案
に
対
す
る
意
見
を
述
べ
た
。
意

見
案
は
来
月
に
も
開
か
れ
る
総
会

で
決
定
さ
れ
る
見
通
し
。

こ
の
日
の
協
議
事
項
と
な
っ
た

調
査
は
、
総
務
省
が
取
り
ま
と
め

１１
月
１１
日
に
公
表
し
た
資
料
。
地

方
へ
の
配
分
割
合
を
決
定
す
る
基

礎
デ
ー
タ
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
た

�
本
紙
第
１
８
１
５
号
掲
載
。

調
査
に
よ
れ
ば
地
方
負
担
の
総

額
は
６
兆
２
２
１
０
億
円
。
う
ち

最
も
地
方
負
担
が
大
き
い
分
野
は

「
医
療
」
の
２
兆
６
９
７
８
億
円

と
な
っ
て
い
る
。
医
療
分
野
の
負

担
を
大
き
く
引
き
上
げ
て
い
る
要

因
が
「
国
民
健
康
保
険
」
の
５
３

４
１
億
円
。
高
齢
者
や
低
所
得
者

が
多
い
な
ど
構
造
的
な
問
題
を
国

保
は
抱
え
て
お
り
、
保
険
料
軽
減

措
置
の
た
め
一
般
財
源
か
ら
の
繰

り
入
れ
が
避
け
ら
れ
な
い
状
況
に

あ
る
。地
方
の
努
力
を
国
は
認
め
、

国
保
を
は
じ
め
と
す
る
単
独
事
業

の
意
義
を
踏
ま
え
た
議
論
が
進
捗

す
る
よ
う
求
め
る
ば
か
り
だ
。

全
国
市
議
会
議
長
会
（
会
長
�

関
谷
博
・
下
関
市
議
会
議
長
）
の

国
と
地
方
の
協
議
の
場
等
に
関
す

る
特
別
委
員
会
が
１１
月
２２
日
、
東

京
・
全
国
都
市
会
館
で
開
か
れ
た
。

委
員
長
で
あ
っ
た
石
川
久
雄
・

静
岡
市
議
会
議
長
が
１１
月
２
日
に

逝
去
し
た
た
め
、
当
日
の
特
別
委

は
北
猛
俊
・
副
委
員
長
（
富
良
野

市
議
会
議
長
）
が
議
事
を
進
行
。

議
長
交
代
に
よ
り
欠
員
と
な
っ
て

い
た
副
委
員
長
２
名
を
選
任
し
た
。

特
別
委
に
置
か
れ
る
副
委
員
長
は

３
名
。
補
欠
選
任
の
結
果
、
大
内

嘉
明
・
郡
山
市
議
会
議
長
と
宇
佐

美
正
隆
・
草
加
市
議
会
議
長
が
副

委
員
長
に
就
任
し
た
。

こ
の
ほ
か
特
別
委
で
は
今
後
の

対
応
に
つ
い
て
協
議
。
▽
平
成
２４

年
度
政
府
予
算
編
成
▽
第
３０
次
地

方
制
度
調
査
会
▽
社
会
保
障
・
税

の
一
体
改
革
▽
子
ど
も
に
対
す
る

手
当
―
―
を
テ
ー
マ
に
現
状
を
分

析
し
、
今
後
に
お
け
る
本
会
の
対

応
を
模
索
し
た
。

１２月５日現在の都市数
８０９団体

うち
指定都市 １９市
中核市 ４１市
特例市 ４０市
一般市 ６８６市
特別区 ２３区

（昭和３６年１２月２０日第三種郵便物認可）
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地
方
へ
の
配
分
割
合
が
焦
点

社
会
保
障
・
税
一
体
改
革
分
科
会

地
方
自
治
法
改
正
案
の
意
見
書
案

３０次地制調ほか

今今後後のの対対応応
協協議議しし模模索索
本会の特別委員会

地制調に出席した関谷会長

３３００
次次
地地
制制
調調
のの
第第
５５
回回
専専
門門
小小
委委
でで
協協
議議

あいさつする黄川田総務副大臣

あ
い
さ
つ
す
る
北
副
委
員
長
（
富
良

野
市
）
、
写
真
右
は
関
谷
本
会
会
長

本会を代表して水野副会長が出席（左）

（１） 平成２３年１２月５日 第１８１６号



全
国
自
治
体
病
院
経
営
都
市
議

会
協
議
会
（
会
長
�
中
川
秀
美
・

徳
島
市
議
会
議
長
）
は
１１
月
２１

日
、
正
副
会
長
・
監
事
・
相
談
役

に
よ
る
要
請
活
動
を
実
施
し
た
。

要
望
項
目
の
内
容
は
１０
月
１７
日
に

下
関
市
で
開
催
さ
れ
た
役
員
会
で

決
定
し
た
も
の
。

要
望
で
は
、
自
治
体
病
院
の
環

境
の
整
備
・
経
営
の
健
全
化
推
進

を
図
る
た
め
、
地
方
交
付
税
措
置

等
の
拡
充
な
ど
を
求
め
て
い
る
。

ま
た
、
地
域
住
民
が
安
心
し
て
医

療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
な
病
院
環

境
の
整
備
を
目
指
し
▽
医
師
不
足

・
偏
在
対
策
等
の
実
施
▽
緊
急
医

療
体
制
の
確
保
・
充
実
―
―
な
ど

も
合
わ
せ
て
要
望
項
目
に
盛
り
込

ん
だ
。

要
望
の
実
現
に
向
け
、
１１
月
２１

日
は
中
川
会
長
を
中
心
と
し
た
要

望
実
行
班
を
編
成
。
福
田
昭
夫
・

総
務
大
臣
政
務
官
、
柚
木
道
義
・

民
主
党
陳
情
要
請
対
応
本
部
副
本

部
長
、
石
毛
え
い
子
・
衆
議
院
文

部
科
学
委
員
長
、
中
村
博
彦
・
参

議
院
厚
生
労
働
委
員
会
理
事
と
相

次
い
で
面
談
、
要
望
実
現
に
向

け
、
協
力
を
申
し
入
れ
た
。

取
り
ま
と
め
た
要
望
の
背
景
に

は
、
自
治
体
病
院
が
公
的
医
療
機

関
で
な
け
れ
ば
対
応
に
困
難
を
生

じ
る
、
へ
き
地
や
過
疎
地
域
な
ど

多
く
の
不
採
算
医
療
を
担
っ
て
い

る
現
状
が
あ
る
。
し
か
し
現
在
、

自
治
体
病
院
は
財
政
面
で
苦
し
い

経
営
を
強
い
ら
れ
て
い
る
の
が
実

態
と
な
っ
て
い
る
。
総
務
省
が
１０

月
３１
日
、
速
報
で
公
表
し
た
「
公

立
病
院
改
革
プ
ラ
ン
実
施
状
況
」

の
調
査
結
果
に
よ
れ
ば
、
平
成
２３

年
度
に
経
常
収
支
黒
字
化
を
見
込

め
る
病
院
は
５
４
９
病
院
。
改
革

プ
ラ
ン
を
策
定
し
て
い
る
９
０
５

病
院
全
体
で
６０
・
７
％
と
未
だ
赤

字
経
営
を
強
い
ら
れ
て
い
る
病
院

が
４
割
近
く
存
在
し
て
い
る
（
�

本
紙
第
１
８
１
４
号
掲
載
、
総
務

省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
参
照
）
。

地
方
財
政
委
員
会
（
委
員
長
�

長
野
勉
・
深
川
市
議
会
議
長
）
は

１１
月
２１
日
、
東
京
・
全
国
都
市
会

館
で
第
１
２
６
回
委
員
会
を
開
催

し
、
要
望
項
目
な
ど
を
決
定
し

た
。
決
定
し
た
要
望
で
は
▽
地
方

交
付
税
の
増
額
に
よ
る
地
方
一
般

財
源
総
額
の
確
保
▽
自
動
車
関
係

諸
税
に
係
る
地
方
財
源
の
確
保

―
―
な
ど
を
求
め
て
い
る
。

自
動
車
関
係
諸
税
に
つ
い
て

は
、
経
済
産
業
省
が
自
動
車
重
量

税
と
自
動
車
取
得
税
の
来
年
度
か

ら
の
廃
止
を
要
求
。
エ
コ
カ
ー
減

税
適
用
期
間
が
終
了
す
る
た
め
、

後
継
策
と
し
て
提
示
さ
れ
た
。
取

得
税
は
平
成
２４
年
３
月
３１
日
、
重

量
税
は
同
４
月
３０
日
で
終
了
す

る
。自

動
車
重
量
税
は
国
税
と
し
て

徴
収
さ
れ
、
税
収
の
３
分
の
１

が
、
自
動
車
重
量
譲
与
税
と
し
て

市
町
村
へ
譲
与
さ
れ
る
。
自
動
車

取
得
税
は
都
道
府
県
に
納
付
さ

れ
、
６８
・
８
％
が
管
理
す
る
市
区

町
村
道
の
延
長
お
よ
び
面
積
に
応

じ
、
市
区
町
村
へ
交
付
さ
れ
る
。

ま
た
、
２１
年
４
月
１
日
よ
り
導

入
さ
れ
た
エ
コ
カ
ー
減
税
の
適
用

対
象
車
と
減
税
率
に
つ
い
て
は
、

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
車
が
取
得
税
・
重

量
税
を
免
税
さ
れ
、
低
燃
費
・
低

公
害
車
が
、
そ
れ
ぞ
れ
燃
費
基
準

の
達
成
度
合
い
に
よ
り
、
取
得
税

・
重
量
税
を
５０
％
〜
７５
％
の
範
囲

で
減
税
さ
れ
る
。
自
動
車
重
量
税

と
自
動
車
取
得
税
の
合
計
収
入
の

う
ち
、
約
半
分
が
市
町
村
の
財
源

と
な
っ
て
い
る
。
エ
コ
カ
ー
減
税

の
導
入
に
よ
る
地
方
財
政
へ
の
影

響
は
大
き
い
。

し
た
が
っ
て
地
方
財
政
委
員
会

で
は
自
動
車
重
量
税
と
自
動
車
取

得
税
の
堅
持
お
よ
び
、
エ
コ
カ
ー

減
税
導
入
前
の
税
収
水
準
を
確
保

す
る
よ
う
求
め
て
い
る
。

会
議
終
了
後
、
長
野
委
員
長
、

佐
藤
副
委
員
長
（
米
沢
市
）
は
池

口
修
次
・
民
主
党
陳
情
要
請
対
応

本
部
本
部
長
代
理
、
福
田
昭
夫
・

総
務
大
臣
政
務
官
に
面
談
し
、
要

望
項
目
の
実
現
へ
理
解
を
求
め

た
。
各
委
員
に
つ
い
て
は
個
別
に

地
元
選
出
国
会
議
員
ら
に
対
し
、

要
請
活
動
を
実
施
し
た
。

【写真上】柚木道義・民主党陳情要請対応本部副本部長【写真下】
中村博彦・参議院厚生労働委員会理事に対し要請活動を実施

地
域
医
療
の
充
実
強
化
へ

病
院
協
役
員
が
要
請
活
動

【写真左】左から溝口副会長（小林市）、中川会長（徳島市）、石毛えい子・衆議院文部科学委員長、松浦副会長（枚方
市）、岡本副会長（稚内市）、黒木監事（釧路市）【写真右】福田昭夫・総務大臣政務官に面談し要請活動を展開

左から佐藤副委員長（米沢市）、池口修次・民主党陳情要請対応本部本部長
代理、長野委員長（深川市）【写真下】福田昭夫・総務大臣政務官に対し要望

地
方
財
政
委
員
会
の
要
望

自
動
車
関
係
諸
税
な
ど

第１８１６号 平成２３年１２月５日 （２）（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報



��
��
��
��
��
��
��
��
��
��

産
業
経
済
委
員
会
（
委
員
長
�

波
多
野
努
・
蒲
郡
市
議
会
議
長
）

は
１１
月
２５
日
、
第
１
４
２
回
委
員

会
を
開
き
、
議
長
交
代
に
よ
り
欠

員
と
な
っ
た
副
委
員
長
の
補
欠
選

任
を
実
施
し
た
。
選
考
の
結
果
、

副
委
員
長
に
は
安
雄
三
・
ひ
た
ち

な
か
市
議
会
議
長
が
就
任
し
た
。

ま
た
、
同
委
で
は
第
９１
回
評
議

員
会
（
１１
月
１１
日
）
で
議
決
後
、

同
委
へ
付
託
さ
れ
た
決
議
な
ど
を

踏
ま
え
、
要
望
書
を
取
り
ま
と
め

た
。
同
委
で
は
会
議
終
了
後
、
要

望
項
目
の
実
現
を
図
る
た
め
、
正

副
委
員
長
市
の
議
長
ら
は
関
係
各

方
面
へ
、
各
委
員
に
つ
い
て
は
地

元
選
出
国
会
議
員
ら
へ
、
そ
れ
ぞ

れ
要
請
活
動
を
展
開
し
た
。

当
日
、
取
り
ま
と
め
た
要
望
書

は
、
農
林
水
産
業
に
対
す
る
要
望

項
目
の
ほ
か
「
食
の
安
全
及
び
消

費
者
の
信
頼
確
保
対
策
」
「
資
源

・
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
」
な
ど
７
項

目
。
う
ち
「
食
の
安
全
及
び
消
費

者
の
信
頼
確
保
対
策
」
に
つ
い
て

は
、
新
た
に
「
放
射
性
物
質
検
査

体
制
の
整
備
」
を
要
望
と
し
て
追

加
。
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事

故
に
伴
う
放
射
能
汚
染
を
踏
ま

え
、
農
林
水
産
物
等
の
生
産
・
出

荷
時
、
厳
重
な
放
射
性
物
質
検
査

を
実
施
す
る
よ
う
求
め
て
い
る
。

ま
た
、
「
資
源
・
エ
ネ
ル
ギ
ー

対
策
」
に
つ
い
て
は
、
原
子
力
発

電
所
の
安
全
・
防
災
対
策
に
関
す

る
要
望
を
拡
充
。
原
発
所
在
地
域

に
お
け
る
地
震
や
津
波
な
ど
に
対

し
、
十
分
な
調
査
・
研
究
を
実
施

し
た
う
え
で
、
安
全
指
針
の
見
直

し
を
早
期
に
実
施
す
る
よ
う
求
め

て
い
る
。
な
お
従
前
は
、
原
子
力

発
電
所
の
安
全
基
準
に
関
し
て
、

抜
本
的
な
見
直
し
を
速
や
か
に
実

施
す
る
よ
う
求
め
て
い
た
。

な
お
、
波
多
野
委
員
長
、
安
副

委
員
長
、
中
野
良
雄
・
副
委
員
長

（
西
海
市
議
会
議
長
）
は
、
岩
本

司
・
農
林
水
産
副
大
臣
、
樋
高
剛

・
民
主
党
陳
情
要
請
対
応
本
部
副

本
部
長
に
面
談
。
要
望
項
目
の
実

現
に
向
け
協
力
を
求
め
た
。

地
方
行
政
委
員
会
（
委
員
長
�

西
村
�
成
・
香
美
市
議
会
議
長
）

は
１１
月
２４
日
、
第
１
３
０
回
委
員

会
を
開
き
、
要
望
書
を
取
り
ま
と

め
た
。
ま
た
、
要
望
項
目
の
実
現

を
図
る
た
め
会
議
終
了
後
、
正
副

委
員
長
市
の
議
長
ら
は
関
係
各
方

面
へ
、
各
委
員
に
つ
い
て
は
地
元

選
出
国
会
議
員
ら
へ
、
そ
れ
ぞ
れ

要
請
活
動
を
展
開
し
た
。

当
日
、
取
り
ま
と
め
た
要
望
書

は
、
「
地
方
分
権
改
革
の
推
進
」

「
地
方
議
会
の
権
能
強
化
」
な
ど

を
は
じ
め
と
す
る
９
項
目
で
構
成

さ
れ
て
い
る
。
地
方
分
権
改
革
の

推
進
に
つ
い
て
は
「
国
と
地
方
の

協
議
の
場
の
実
行
性
あ
る
運
営
」

を
要
望
。
ま
さ
に
現
在
進
行
中
で

あ
る
▽
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復

旧
・
復
興
▽
社
会
保
障
・
税
の
一

体
改
革
―
―
な
ど
山
積
す
る
課
題

解
決
に
向
け
、
分
科
会
の
活
用
を

提
言
し
て
い
る
。

社
会
保
障
と
税
の
一
体
改
革
に

関
し
て
は
、
第
１
回
分
科
会
が
１１

月
１７
日
に
開
か
れ
た
ば
か
り
�
１

面
参
照
。
社
会
保
障
分
野
は
国
だ

け
が
担
っ
て
い
る
の
で
は
な
く
、

地
方
も
単
独
事
業
を
実
施
す
る
こ

と
よ
っ
て
、
国
民
へ
適
切
な
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る
。
分

科
会
で
得
ら
れ
る
合
意
形
成
が
、

実
態
に
見
合
っ
た
制
度
設
計
と
な

る
よ
う
望
ま
れ
る
。

な
お
、
西
村
委
員
長
は
じ
め
、

菅
原
啓
祐
・
副
委
員
長
（
一
関
市

議
会
議
長
）
、
副
委
員
長
市
の
小

菅
雅
司
・
津
市
議
会
副
議
長
は
、

黄
川
田
徹
・
総
務
副
大
臣
、池
口
修

次
・
民
主
党
陳
情
要
請
対
応
本
部

本
部
長
代
理
に
面
談
。
要
望
項
目

の
実
現
に
向
け
協
力
を
求
め
た
。

▼
議
長

▽
天
童

水
戸

保
（
１０
・
５
）

▽
和
泉

着
本
直
幸
（
１０
・
６
）

▽
長
野

祢
津
栄
喜
（
１０
・
１１
）

▽
伊
東

土
屋

進
（
１０
・
１１
）

▽
交
野

新

雅
人
（
１０
・
１１
）

▽
草
津

清
水
正
樹
（
１０
・
１１
）

▽
え
び
の

蔵
園
晴
美
（
１０
・
１１
）

▽
小
牧

水
谷

勉
（
１０
・
１２
）

▽
稲
沢

渡
辺

菱
（
１０
・
１３
）

▽
阪
南

有
岡
久
一
（
１０
・
１３
）

▽
韮
崎

野
口
紘
明
（
１０
・
１４
）

▽
箕
面

西
田
隆
一
（
１０
・
１４
）

▼
副
議
長

▽
天
童

鈴
木
照
一
（
１０
・
５
）

▽
和
泉

須
藤
洋
之
進
（
１０
・
６
）

▽
長
野

高
野
正
晴
（
１０
・
１１
）

▽
伊
東

稲
葉
富
士
憲
（
１０
・
１１
）

▽
交
野

野
口
陽
輔
（
１０
・
１１
）

▽
草
津

棚
橋
幸
男
（
１０
・
１１
）

▽
え
び
の

本
石
長
永
（
１０
・
１１
）

▽
小
牧

船
橋

厚（
１０
・
１２
）

▽
稲
沢

長
屋
宗
正（
１０
・
１３
）

▽
阪
南

二
神

勝（
１０
・
１３
）

▽
韮
崎

森
本
由
美
子（
１０
・
１４
）

▽
箕
面

印
藤
文
雄
（
１０
・
１４
）

地
方
行
政
委
員
会
の
要
望

分
権
改
革
の
推
進
な
ど

産
業
経
済
委
員
会
の
要
望

原
発
事
故
の
対
応
な
ど

議議
会会
人人
事事

池口修次・民主党陳情要請対応本部本部長代理に対し要望

左
か
ら
西
村
委
員
長（
香
美
市
）、

黄
川
田
総
務
副
大
臣
、
菅
原
副
委

員
長
（
一
関
市
）
、
副
委
員
長
市

の
小
菅
副
議
長
（
津
市
）

樋高剛・民主党陳情要請対応本部副本部長に対し要望

左から安副委員長（ひたちなか市）、波多野委
員長（蒲郡市）、岩本司・農林水産副大臣、中
野副委員長（西海市）
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都
市
行
政
問
題
研
究
会
（
会
長

�
三
井
幸
雄
・
旭
川
市
議
会
議

長
）
は
１１
月
２１
日
、
東
京
・
全
国

都
市
会
館
で
役
員
会
を
開
き
、
調

査
研
究
報
告
書
の
原
案
を
審
議
し

た
。
報
告
書
の
題
名
は
「
『
都
市

の
地
域
再
生
戦
略
』
に
関
す
る
調

査
研
究
報
告
書
〜
市
民
の
明
る
い

未
来
の
た
め
に
〜
」
。
同
研
究
会

で
は
、
来
年
２
月
７
日
開
催
の
第

９５
回
総
会
で
成
案
を
得
る
予
定
。

自
民
党
の
税
制
調
査
会
正
副
・

顧
問
・
幹
事
会
が
１１
月
１８
日
、
党

本
部
で
開
か
れ
た
。
本
会
か
ら
は

関
谷
博
会
長
・
会
長
（
下
関
市
議

会
議
長
）
が
出
席
し
、
税
調
幹
部

と
意
見
を
交
わ
し
た
。
当
日
の
議

題
は
「
税
制
改
正
に
向
け
た
考
え

方
」
。
関
谷
会
長
は
地
方
税
財
源

の
充
実
強
化
に
つ
い
て
要
望
。
▽

地
方
一
般
財
源
総
額
の
確
保
▽

「
社
会
保
障
・
税
一
体
改
革
」
に

お
け
る
地
方
税
財
源
の
確
保
▽
子

ど
も
に
対
す
る
手
当
▽
市
町
村
向

け
の
国
庫
補
助
金
等
の
一
括
交
付

金
化
―
―
に
関
し
要
望
実
現
に
向

け
協
力
を
求
め
た
。
な
お
、
子
ど

も
に
対
す
る
手
当
は
全
額
を
国
費

負
担
と
す
る
よ
う
求
め
る
内
容
。

民
主
党
の
総
務
部
門
会
議
は
１１

月
２２
日
、
地
方
自
治
制
度
検
討
Ｗ

Ｔ
を
開
い
た
。
同
Ｗ
Ｔ
は
▽
地
方

議
会
改
革
▽
専
決
処
分
の
見
直
し

▽
直
接
請
求
制
度
の
見
直
し
―
―

な
ど
を
検
討
課
題
と
し
て
扱
う
。

現
在
、
年
明
け
の
通
常
国
会
へ

提
出
を
目
指
す
改
正
自
治
法
案
に

つ
い
て
は
、
第
３０
次
地
政
調
が
検

討
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
。
民
主

党
も
関
係
者
や
有
識
者
か
ら
ヒ
ア

リ
ン
グ
を
実
施
し
つ
つ
、
検
討
を

進
め
て
い
く
。
当
日
は
本
会
か
ら

関
谷
会
長
が
出
席
。
地
政
調
が
進

め
て
い
る
自
治
法
改
正
案
に
対

し
、
地
方
議
会
を
代
表
す
る
立
場

か
ら
、
会
期
や
臨
時
会
の
招
集
権

な
ど
に
つ
い
て
意
見
を
述
べ
た
。

全
５
章
の
報
告
書
原
案
。
特
に

第
�
章
で
は
、
報
告
書
の
サ
ブ
テ

ー
マ
で
も
あ
る
「
〜
市
民
の
明
る

い
未
来
の
た
め
に
〜
」
を
掲
げ
た

う
え
で
、
同
研
究
会
に
よ
る
提
言

と
し
て
い
る
。
第
�
章
は
「
都
市

の
地
域
再
生
戦
略
」
を
は
じ
め
と

す
る
２
本
柱
で
構
成
さ
れ
、
▽
首

都
機
能
の
分
散
▽
経
済
の
分
散
化

▽
税
制
・
財
政
改
革
―
―
な
ど
１３

の
提
言
が
並
ぶ
。

こ
こ
で
目
を
引
く
提
言
が
「
税

制
・
財
政
改
革
」
の
項
で
「
第
２

居
住
地
域
」
の
導
入
を
国
へ
求
め

て
い
る
点
。
地
方
交
付
税
の
算
定

根
拠
で
あ
る
人
口
割
の
要
素
へ
、

新
た
に
「
第
２
居
住
地
域
」
を
認

め
て
は
ど
う
か
と
、
報
告
書
原
案

で
は
勧
め
て
い
る
。
い
わ
ば
、
ふ

る
さ
と
納
税
の
人
口
版
と
も
い
う

べ
き
新
た
な
制
度
だ
。

配
分
割
合
は
仮
置
き
だ
が
自
治

体
へ
、
本
来
居
住
地
の
「
第
１
居

住
地
域
」
に
は
６
割
、
「
第
２
居

住
地
域
」
に
は
４
割
、
交
付
税
を

措
置
。
都
市
圏
住
民
は
、
第
２
地

域
と
し
て
地
方
圏
を
選
択
す
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
る
。
結
果
、
交
付

税
が
第
２
地
域
へ
流
れ
、
地
域
経

済
活
性
化
の
可
能
性
を
秘
め
る
。

第
２
地
域
が
活
性
化
す
れ
ば
、

企
業
や
人
の
流
れ
を
新
た
に
創
出

す
る
こ
と
が
可
能
。
財
政
の
地
域

間
格
差
是
正
に
も
結
び
つ
き
、
人

口
の
分
散
化
も
進
む
。
好
循
環
が

期
待
で
き
る
提
言
と
い
え
る
。

１１
月
２８
日
に
開
か
れ
た
地
政
調

の
第
５
回
専
門
小
委
で
は
、
総
務

省
が
ま
と
め
た
自
治
法
改
正
の
原

案
に
対
す
る
意
見
案
に
つ
い
て
協

議
し
た
。
最
終
的
に
意
見
案
は
、

近
く
開
催
さ
れ
る
総
会
へ
提
出

し
、
成
案
と
し
て
取
り
ま
と
め
ら

れ
る
予
定
。【

１
面
の
関
連
記
事
】

意
見
案
は
▽
地
方
議
会
の
会
期

▽
専
決
処
分
▽
直
接
請
求
制
度
▽

大
規
模
な
公
の
施
設
の
設
置
に
係

る
住
民
投
票
制
度
▽
一
部
事
務
組

合
等
―
―
の
５
項
目
で
構
成
。
直

接
請
求
制
度
で
は
、
さ
ら
に
「
解

散
・
解
職
の
請
求
に
必
要
な
署
名

数
要
件
等
」
「
条
例
の
制
定
・
改

廃
の
請
求
対
象
」
に
細
分
化
し
、

意
見
を
ま
と
め
て
い
る
。

当
日
、
専
門
小
委
に
出
席
し
た

関
谷
博
・
本
会
会
長
は
意
見
案
が

掲
げ
る
５
項
目
の
う
ち
、
４
項
目

に
つ
い
て
意
見
陳
述
。
地
方
議
会

の
会
期
に
つ
い
て
は
、
通
年
会
期

制
を
選
択
し
た
場
合
の
「
会
期
の

始
期
」
「
定
例
日
の
設
定
」
に
お

い
て
、
さ
ら
に
地
方
の
自
主
性
を

尊
重
す
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
た

め
、
異
論
な
し
と
し
た
。

原
案
は
会
期
の
始
期
を
１
月
に

限
定
す
る
内
容
。
し
か
し
、
議
会

の
議
員
選
挙
後
か
ら
会
期
を
開
始

す
る
ケ
ー
ス
も
想
定
さ
れ
る
。
そ

こ
で
意
見
案
で
は
会
期
の
始
期
を

１
月
に
限
定
す
る
こ
と
な
く
、
条

例
へ
委
ね
る
こ
と
と
す
べ
き
と
し

た
。
ま
た
、
定
例
日
に
つ
い
て
原

案
は
、
毎
月
１
日
以
上
を
定
め
る

と
し
て
い
た
。
し
か
し
、
自
治
体

の
自
主
性
を
尊
重
す
る
な
ら
、
会

議
の
日
は
必
ず
毎
月
１
日
以
上
と

限
定
す
る
必
要
は
な
い
。
そ
こ
で

意
見
案
で
は
、
条
例
で
定
例
日
を

定
め
る
こ
と
と
す
べ
き
と
し
た
。

な
お
、
今
回
の
意
見
案
は
５
項

目
に
対
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る

が
、
案
に
掲
げ
ら
れ
て
い
な
い
項

目
に
つ
い
て
は
、
原
案
の
と
お
り

答
申
さ
れ
る
予
定
と
し
て
い
る
。

民主

総
務
部
門
Ｗ
Ｔ
ヒ
ア
リ
ン
グ

自民

税
調
役
員
と
の
意
見
交
換
会

自
治
法
改
正
最
終
局
面
へ

地
制
調
専
門
小
委
が
意
見
書
案

都
市
研
が
報
告
書
原
案
を
協
議三井会長があいさつ、右は神田・副会長（呉市）

本
会
の
関
谷
会
長
は
、
民
主
党
・

自
民
党
の
会
合
へ
そ
れ
ぞ
れ
出
席

し
て
、
本
会
の
主
張
を
展
開
し
た

市市
民民
のの
明明
るる
いい
未未
来来
のの
たた
めめ
にに
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